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磁場閉じ込めプラズマにおいては、径電場が

乱流の抑制などの輸送物理機構に関連し、プラ

ズマの高性能化に関わっていることが確認さ

れている。ヘリオトロンJでは、径電場計測や帯

状流の同定のためにデュアルドップラー反射

計システムを開発している。本反射計システム

の特徴は、図1に示すように同一ポロイダル面

内の2点のポロイダル回転速度、径電場、電子密

度揺動が計測可能である点であり、これにより

相関計測を用いた帯状流の同定が可能である。 

我々は本反射計システムを改良し、可動式の

集光ミラーを設置した。これによりプラズマへ

のマイクロ波入射角度とマイクロ波が感度を

持つ密度揺動の波数が変更可能となり、より多

様な目的での実験が可能になることが期待さ

れる。図2はミラー可動式ドップラー反射計シ

ステムの概要図とヘリオトロンJにおける標準

磁場配位プラズマのポロイダル断面図である。

ミラーは垂直打ち下ろしを中心としてポロイ

ダル方向に±15°で可動し、図中の赤斜線部が

マイクロ波の入射可能領域を示している。また、

ヘリオトロンJプラズマの三次元形状を考慮し、

プラズマに対し垂直入射が可能になるように

ミラーのトロイダル傾き角度を3D反射モデル

によって検討した結果を図3に示す。マイクロ

波のトロイダル入射角が図中黒線で示す約

21°でプラズマに対して垂直入射となり、検討

の結果、ミラーのポロイダル角度を＋方向と－

方向のどちらに変化させた場合でも垂直に近

い入射が行えるよう、ミラーのトロイダル角度

を15°とした。本システムではマイクロ波をO

モードで入射しており、搬送周波数は33-50GHz,

対応するカットオフ密度は 1.35 × 1019m−3 -

3.10 × 1019m−3である。 

講演では、反射計システムの概要と現況を報

告する。 
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図 1 デュアルドップラー反射計システム概要図 

図 2 ミラー可動式ドップラー反射計システム 

   概要図 

図 3 集光ミラーのトロイダル角度検討結果 

赤、青、緑のマーカーはそれぞれミラーの

トロイダル角度が12°、15°、17°での 

マイクロ波のトロイダル入射角度を示す 


